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Voice over internet protocolの略で、イン
ターネット回線（IPネットワーク）を使っ
て音声を通話する技術を指します。 
ZoomやLINE電話もこれです。 
アマチュア無線界では、これから紹介する
３つが特に有名です。 
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EchoLink は、 K1RFDによって開発
された、インターネットを介しVoIP
技術を利用するアマチュア無線家用
のシステム（リグ不要）。 
利用するには、有効なコールサイン
を持っていなければならず、認証・
登録が必要。 
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https://www.echolink.org/download.htm 
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読めなくてもagreeする インストール場所の指定 大変な歓迎を受ける
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アジアを選ぼう通常はComputer User EmailにJARL転送メール
を入力すると認証が 
スムーズになるらしい
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普通CGNATなので、Proxyを選ぶ やった！完了！FAILになっても気にせず次へ
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ノードタイプ別表示 地域別表示

交信したい相手を選ぶだけ。→PTTの代わりにスペースバーを使いましょう。
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Connect to Test Sever コネクトするとこうなる

いきなり交信する前に→テストサーバーで試しましょう。
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➀ ラウンドQSOができるのだ 
➁ 僕は「CQ」って入れてます

ポートの穴あけとか要らなく
なったみたいだけど、、、

SetupやPreferancesで 
設定を変えられる

このままでも使えるけど、さらに、、、

①

②
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JARLが開発した「アマチュア無線のデジタル化とネット

ワーク化」を実現した新しい通信方式です。 

 

FM,SSB,CW,AMのような新しいモードと考える

と理解しやすいかもしれません。 

 

音声と同時に静止画像などの小さなデータを添付して送信す

ることも可能です。 

 

一般の無線通信に頼ることのできない場面、たとえば山頂や

災害時に音声だけでなく画像等も送ることのできる、      

アマチュア無線だからこそできる世界標準のデジタル通信方

式です。 
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JARL(D-SATR管理サーバー)に登録しなければDｰSTARは利用できません。
興味を持ったら登録してみよう!

https://www.d-star.info/



・ハンディ機で日本全国はもちろん世界とも交信

ができる。 

・ターミナルモードならアンテナなくてもQSOが

楽しめる。 

・旅行先などで感動した景色の写真を相手に送っ

て感激を共有できる。 

・旅行では経験できない地元の方との交流が楽し

める。コンディションに左右されず比較的時間を

気にせずQSOできるのはD-STARならでは。 

・AJDやJCCなどのD-STAR用のアワードハントが

楽しめる。 
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D-STARの情報は日々更新されます。
運用前に最新情報を確認しておきましょう。特にレピータの廃止・新設情報は
トランシーバーの情報更新が必要となります。
下記サイトがとても役に立ちます。
 
 ･IC705での設定方法(ターミナルモード)
    hƩps://www.icom.co.jp/feature/IC-705/acƟve004/
・D-STAR情報WEB Site

https://jr1uti.sakura.ne.jp/
・D-STAR稼働情報 （使用中レピータや接続局一覧、レピータ運用状況や運用ログが確認できます）

https://log.d-star.info/usr/usr_menu.php
・D-STARアワード

https://www.jarl.org/Japanese/1_Tanoshimo/1-2_Award/DS-AW.htm

（・D-STAR誕生秘話）
（https://jl1lof.livedoor.blog/archives/18611730.html）
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防 災 に  

D - S T A R を  

活 用 す る  
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最適な方法状況

RS-MS3A（Android）スマホで簡単に見たい

RS-MS3W / dmonitorPC で本格的に管理したい

dmonitor + オフライン地図災害本部で隊員の位置を管理

PC でローカル解析ネットが落ちている

D-STARを災害時に活用するためGPSからのデータをマッピングしたいのですがどうやれ
ばよいのですか?

災害時に D-STAR の GPS データを地図にマッピングする方法は、実は複数のやり方があ
ります。あなたが「どの機材を使っているか」で最適解が変わるので、まずは全体像をわ
かりやすく整理してみます。

 D-STAR の GPS を地図に表示するための基本構造

D-STAR の位置情報は次の流れで扱われます:
① D-STAR 対応機（ID-31/51/52 など）が GPS データを送信  ↓ 
② レピータ or シンプレックスで受信  ↓ 
③ ゲートウェイサーバーや PC/スマホアプリがデータを解析  ↓ 
④ 地図（Google Maps など）にプロット
災害時は「インターネットが使えるかどうか」で方法が変わります。

 【インターネットあり】最も簡単なマッピング方法

① ICOM 純正アプリを使う（スマホ/PC）
● RS-MS3A（Android） / RS-MS3W（Windows）
•D-STAR のデータ通信を扱える公式アプリ
•GPS 位置情報を受信して地図に表示できる
•レピータ経由の位置情報も扱える

必要なもの
•ICOM D-STAR 対応機
•スマホ（Android）または Windows PC
•ケーブルまたは Bluetooth（機種による）

② D-STAR ゲートウェイの位置情報サービスを使う
レピータがインターネットにつながっている場合、 ゲートウェイサーバーに位置情報が登
録され、外部サービスで地図表示が可能。
代表例:
•dmonitor（ラズパイ用）  → D-STAR のデータを解析し、位置情報を地図に表示
•D-STAR モニタリングサイト（地域による）
災害時に「本部で隊員の位置を把握する」用途に向いています。

 【インターネットなし】ローカルでマッピングする方法

災害時はネットが落ちる可能性が高いので、 ローカル（オフライン）で位置情報
を地図化する仕組みが重要です。

① PC + ハンディ機で直接データを受信して地図表示
D-STAR の GPS データは NMEA形式に近い独自データで送られます。 これを 
PC で解析して地図に表示する方法です。

● 必要なもの
•D-STAR 対応機（GPS 内蔵）
•PC（Windows / Linux）
•USB ケーブル
•マッピングソフト（例:dmonitor、独自スクリプト）
● 仕組み
1.無線機が GPS データを送信
2.PC がデータを受信
3.ソフトが緯度経度を抽出
4.ローカル地図（オフライン地図）にプロット
自治体の防災無線班やアマチュア無線ボランティアがよく使う方式です。

 実際に何をすればいいのか（ステップ別）

STEP 1:D-STAR 機の GPS を ON にする
•ID-31/51/52 → GPS → ON
•DR モードで運用すると位置情報が自動送信される

STEP 2:位置情報を受信する環境を決める
あなたの状況に合わせて選べます:

STEP 3:地図に表示する
•Google Maps（オンライン）
•オフライン地図（災害時向け）
•OpenStreetMap（ローカル保存可）

 あなたの環境に合わせて最適解を作れます
次のどれを使っていますか?
•無線機の機種（ID-31 / ID-51 / ID-52 / モービル機など）
•スマホは Android? iPhone?
•PC は Windows? Mac?
•災害時はインターネットが使える前提? 使えない前提?
これが分かれば、 あなたの環境に最適な「具体的な設定手順」を作れます。
教えてくれたら、すぐにあなた専用の手順をまとめます。
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★WIRES（ワイヤーズ：Wide-coverage Internet Repeater Enhancement System）-Xは、一般のアマ

チュア無線局が開設している、インターネットに接続した無線局（ノード局）が、無線通信とインター

ネットを接続するアクセスポイントとなります。ユーザー局は電波の届く範囲にあるノード局を利用し

て、世界中のアマチュア無線局と交信できます。 

★ユーザー局はC4FMデジタルトランシーバーでローカルのWIRES-Xノード局にアクセスするだけで、イ

ンターネットを経由して遠く離れたエリアや 、海外とも高音質のQSOやニュース機能などC4FMデジタ

ルならではの交信を楽しむことができます。C4FMデジタルトランシーバーなら、アクセスする為の操

作も画面を見ながらとても簡単です。 

★アナログFMトランシーバーではデジタルならでは機能を使うことはできませんが、WIRES-Xを経由す

ることでアナログFM局はもちろんC4FMデジタル局とも音声によるQSOが可能です。ユーザー局が

WIRES-Xを楽しむためにはトランシーバーだけでOKです。 
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C4FMトランシーバーからの接続方法 

WIRES-X WebサイトのアクティブIDリスト、 JQ1YDA局による検索サイトで接続したいノード局を探してくださ

い。見つけたノード局の周波数にトランシーバーの周波数を合わせ、X/Dキーを押すだけでノード局のIDと都市名が

画面に表示され、ノード局が利用できます。（DG-IDの設定値を確認してください） 

アナログFMトランシーバーからの接続方法 

アナログFMトランシーバーの場合にはアクティブIDリスト、JQ1YDA局による検索サイトでアナログノード局を探

して、ノード局の周波数に合わせてください。DTMFトーン送信機能を使って、ノード・ルームの5桁のDTMF ID番

号を送信して接続を確立します。（トーンスケルチの周波数を確認してください） 

当クラブ設置のノード・ルームについて 

ノード： 

 

ルーム： 



WIRES-Xノード局には、２つの種類があります。 
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インターフェイス装置HRI-200を接続するノード局 

パソコンとWIRES-X接続キットHRI-200、対応する

トランシーバーによって構成されるノード局です。 

インターネットを介してノード局や複数のノードで

構成されているコミュニティスペース「ルーム」を

開設・運営したり、ノード局やルームにメッセージ

や画像をアップロード・ダウンロードできるニュー

スステーション機能などWIRES-Xの魅力を最大限に

楽しむことができます。 

ポータブルデジタルノード（PDN）局 

パソコンと対応するC4FMデジタルトランシーバーに

よって構成されるデジタルノード局です。 

外出先でもインターネット環境があれば、簡単にデジタ

ルノード局を開設する事ができ、より機動性の高い運用

を楽しむことができます。 
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ポータブルデジタルノード局 HRI-200を接続したノード局 
ノード局用C4FMデジタルトランシーバー

/PC ノード局用トランシーバー/HRI-200/PC ノード構成 

○ ○ デジタルノード局運用 

- ○ アナログノード局運用 

○ ○ ノード局へのアクセス 

○ ○ ルームへのアクセス 

- ○ ルーム開設 

- ○ 他のPCから遠隔操作(リモートモニター)機能 

不要 必要 グローバルIPアドレスの設定 

不要 必要 通信ポート開放などのルーター設定 
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対応するC4FMデジタルトランシーバーをパソコンと直接接続することで機動性の高いデジタルノード

局を構築する機能です。ポータブルデジタルノード機能によって、旅行先の宿泊施設、空港、車両、

Wi-Fiアクセスポイントなどからワイヤーズエックスのノード局やルームの接続が可能となり、従来の

HRI-200を接続したフルスペックの固定型ノード局と比較して、より簡易的で機動性の高いノード局運

用が可能となります。 
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ユーザー登録（ノードID・ルームID取得） 
WIRES-Xノード局のID登録を行ってください。 
→https://www.yaesu.com/jp/wires-x/pdf/WIRES-X_registration_guide.pdf 

対応機種（2025年8月現在） 
FT5D FT3D FT2D  
FTM-510DS/D FTM-500DS/D FTM-400XD/XDH FTM-310DS/D FTM-300DS/D 
FTM-200DS/D FTM-100D/DH FTM-400D/DH 
※最新版ファームウェアへのアップデートが必要。FTX-1は対応ファームウェアを準備中。 

パーソナルコンピュータ・インターネット回線 
サウンド機能・インターネット環境は必須。 
※グローバルIPアドレス（固定IPアドレス）、ポート開放の設定は不要です。 

接続ケーブル 
WIRES-X コネクションケーブルキット（Win11の場合はSCU-57またはSCU-58） 
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★PDNモード⋯デジタルノード、デジタル専用ルームのみ交信できるモード 
★ポータブルHRIモード⋯上記に加え、アナログノード、アナログルームでも交信できるモード 
★モード、アクセスポイント/ダイレクト運用はトランシーバーの設定で切り替えます。詳細はこちら 

デジタルハンディ機
（FT2D、FT3D、FT5D）
デジタルモービル機
（FTMxxxDシリーズ）

専用
USBケーブル

有線・無線LAN
デザリングなど

WIRES-X
ソフトウェア

アクセスポイント運用

オーディオ
ケーブル

ポータブルHRIモードのみで必要
（トランシーバーでモードを切替）

デジタルハンディ機
（FT2D、FT3D、FT5D）
デジタルモービル機
（FTMxxxDシリーズ）

専用
USBケーブル

有線・無線LAN
デザリングなど

WIRES-X
ソフトウェア

ダイレクト運用

オーディオ
ケーブル

ポータブルHRIモードのみで必要
（トランシーバーでモードを切替）
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HRI-200を使ったノード局 （参考） 
 ★ルームの設置・管理を行うことができます。コントロールはWIRES-Xソフトウェアから行います。 
 ★グローバルIPアドレス、ポート開放の設定が必要です。 
 ★デジタルノード機は、アナログノードの運用も可能です。ダイレクト運用はできません。 

 
デジタルノード:FTMxxxD
（デジタルモービル機・10ピン）
アナログノード：FTMxxxx,FT991A
（アナログモービル機・8ピン） D:10ピンケーブル

A：8ピンケーブル USB
ケーブル

有線・無線
LAN
テザリング
不可

WIRES-X
ソフトウェア

グローバルIP
ポート開放
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お気に入りノード・ルーム

ノード一覧

ルーム一覧

ルームに接続中のノード一覧

接続中ルーム情報

自ノード情報
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＜HRI-200ノード局＞

デジタルノード設定

アナログノード設定

＜PDNノード局＞

PDNモード

アクセスポイントモード

ダイレクトモード

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙHRIﾓｰﾄﾞ

アクセスポイントモード

ダイレクトモード

C4FM機

アナログFM機

＜デジタル専用ルーム＞
・ALLJA CQ ROOM D #20610
・AMERICA KC WIDE #28054
＜ノード局＞
・HRI200ノード局（デジタル設定）
・PDNノード局（PDNモード）

＜デジタル・アナログルーム＞
・ALLJA CQ ROOM #20510
・JS1YON-ROOM #48793
＜ノード局＞
・HRI200ノード局（アナログ設定）
・PDNノード局（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙHRIﾓｰﾄﾞ）

アクセスできるルーム・ノード



THANK YOU!


